
みなみだより
キーワード（生徒）考える 行動する そして感動へ ／ 組織目標（教職員）生徒が主役 認める 寄り添う

種 目 順位 氏 名 記 録 ☆軟式野球部 第３位
男 １年100ｍ ４位 12.72 ☆サッカー部 第３位
子 共通走高跳 ５位 1m55 ☆男子バスケットボール部 第３位
共通砲丸投 ２位 9m85 ☆バレーボール部 第３位
１年100ｍ ５位 14.18 ☆卓球部（男子）

共通800ｍ ２位 2:18.04 団体 第３位
８位 2:30.28 個人 第５位

女 共通1500ｍ ７位 5:19.65 ☆剣道部（男子）
共通走高跳 ４位 1m35 団体 第４位

子 共通走幅跳 ７位 4m18 個人 敢闘賞
８位 4m15 ☆剣道部（女子）

共通砲丸投 １位 8m23 団体 第６位

３年

『下校時、スクールバス乗降所に一人でいた
小学１年生に気付き、保護者が迎えに来るまで 上の左の写真は、今年度の第１回縦割清掃
の時間、一緒にいてあげることで小学生の安全 日の朝の様子です。同じ縦割班（異学年）のメ
確保と不安の払拭をした。』 ンバーの顔合わせと清掃の仕方の確認や分担
この行動に、小学生保護者が感謝し、小川南 を話し合いました。

小学校より「青少年を育てる小美玉市民の会」 ３年生の黙働清掃の姿は、何よりの模範で
に善行賞の推薦があり、本校生徒二人が表彰さ す。３年生が、確実に本校の良い伝統を引き継
れました。 ぎ、次に繋いでくれています。

現在、本校は、コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）として運営をしています。
コミュニティ・スクールとは、学校と地域住民等が力を合わせて学校の運営に取り組むことが可能となる

「地域とともにある学校」への転換を図るための有効な仕組みです。コミュニティ・スクールでは、学校運営
に地域の声を積極的に生かし、地域と一体となって特色ある学校づくりを進めていくことができます。
令和５年度学校運営協議会委員を紹介します。（敬称略）
委員長 副委員長
委員

以上 計15名
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